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輝く瞳 燃える情熱　～若人の夢 この北の大地に～

23 日 (土) ： 10 ～

コート 第 6 試合

－

－

－

( ) － ( )

－

野崎　師靖(江別中央)

№ 得点 ３Ｐ ２Ｐ ＦＴ № 得点 ３Ｐ ２Ｐ ＦＴ 反則 【トーナメント戦績】
4 10 0 4 2 4 9 1 3 0 5 　 63 56

5 1 0 0 1 5 17 5 1 0 1 74 53

6 9 0 4 1 6 9 2 1 1 1

7 5 0 2 1 7 0 0 0 0 0 53 44

8 2 0 0 2 8 48 59

9 26 0 10 6 9

10 10 52 51

11 11 2 0 1 0 0 47 49

12 12 12 40

13 13 10 0 4 2 5 42 44

14 14

15 15 0 0 0 0 5 32 29

16 16 53 40

17 17

18 18 4 0 2 0 4 43 60

53 0 20 13 51 8 12 3 21 43 79

鳥屋野中(新潟)

丸元　啓生

合計 6 合計

古井　雅也
草加中(埼玉)

島田　晃司 船津　和孝

大水　優太 鶴　晃平

西村　嘉弘
旭中(茨城)

0 相良　駿

田弘　聖太郎

0 山口　尭彰
長成中(山口)

北風　智也

大久保　孝弘 森川　哲也

大瀬良　厚記 中島　大輔

日野中(長崎) 木屋瀬中(福岡)

菊池　祐翔
鬼怒中(栃木)

平井　清貴 1 毛利　真也

佐藤　真彦 1 日高　昴基

藤田中(大阪)

金岡中(静岡)
記　剣士郎 0 田中　翔悟

竹田　聖弥

津軽中(青森)

0 横山　宏輝
美川中(石川)

奥野　好弘 1 占部　龍貴

本井　達也 3 中村　寛

【個人トータル表】
藤田(大阪) 木屋瀬(福岡)
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51 木屋瀬

福岡

　【戦評】

【試合結果】
男子 決勝トーナメント（２回戦）

　決勝トーナメント２回戦、近畿ブロック代表守口市立藤田中学校対九州ブロック代表北九州市
木屋瀬中学校の、最終日への生き残りをかけた一戦である。
 １クォーター藤田はハーフコート、木屋瀬はオールコートのマンツーマンで試合が始まる。藤田
のスピード感あふれるプレーが冴え、残り２分で１０－５と藤田リード。木屋瀬ここでタイムア
ウト。ディフェンスを２－２－１ゾーンプレスに変更。その後は木屋瀬のアウトサイドシュート
が確率よく決まり１４－１３藤田１点リードで終了。
　２クォーター藤田が速い展開からのプレーと＃９平井のポストプレーで得点を重ねれば、木屋
瀬は激しいオフェンスリバウンドの奪取と＃１３山口のペリメーターからのジャンプシュートで
得点をあげ、３０－２６と木屋瀬リードで前半終了。
　３クォーター。後半に入っても互いに持ち味を出しながらのゲームが続く。藤田＃９平井がポ
ストプレーでシュートを決めれば、木屋瀬＃５占部が２連続３Ｐで応酬する。木屋瀬は終始リー
ドを保つが藤田の速い展開にファウルが重なり、残り５分でチームファウルが５つとなり、＃４
中村が残り４分で５ファウル退場、続いて＃１３山口が残り２分で同じくファウルアウト。４３
－３８で木屋瀬のリードで終了するも、不安な展開である。
　４クォーター。藤田は＃９平井のポストプレーを中心に地道に追い上げ、残り１分で５１－５
１の同点においつくと、直後に＃６竹田のシュートで逆転に成功。最後の木屋瀬のオフェンスを
押さえ、そのままタイムアップ。５３－５１で勝利した藤田が４強に名乗りをあげた。
　最後まで自分たちのバスケットを展開し続けた藤田とファウルトラブルに泣いた木屋瀬との今
大会屈指の好カードはこうして幕を閉じた。

日　時 　　平成１５年８月 16

会　場 　北海道立総合体育センター（きたえーる）

井川中(秋田)

強戸中(群馬)

平岡緑中(北海道)

南武庫之荘中(兵庫)

澄川中(北海道)


